
エクセルタイムシートの利用 

 

 作業時間の入力に関してＷＥＢ版が社内のイントラを利用することを条件と

していましたが、セキュリティ対策或いは勤怠管理と整合性をとりたいとの事

から、各人にエクセルでの作業時間を入力させ、それをタイムレポート総合管

理システムに集中入力する方法も開発しております。ＷＥＢ版と平行しての導

入も考えられますのでご検討ください。 
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（１）、製品内訳 
①エクセルタイムシートの内訳 

 

ｉｎｐｕｔフォルダ：コンバータ・チェックリストから成り立って

おります。 

 



②インプットフォルダの中身 
各人毎のタイムシート（月前半と後半に区分） 

 
このようなものが何人分も入っています（100 人まで動作確認済み） 

 



（２）CONVERTER-V1 勘定奉行の実行 
①コンバータ マクロの実行 
エクセルを立ち上げると下記の画面が開き「マクロを有効にする」ボタンをク

リックします。 

 
 

ツール→マクロ→マクロをクリックします。 

 
 



マクロの実行画面が表示され「実行」ボタンをクリックします。 

 

ファイルが変換された表示がでましたら、集計が完了しましたので、「ＯＫ」を

押してエクセルを閉じてください。 

 

 

       



②全員分の集計 
②－１ ＯＵＴＰＵＴファイル 

 

 

②－２ ＯＵＴＰＵＴファイルの中身 

 

プロジェクトコード・社員コード・作業日・作業時間が表示されています。 

 



（３）タイムレポート総合管理システムへのインポート 
①－１ 「作業時間の集中インポート」を開き「インポート開始」を押す。 

 

①－２ ＯＵＴＰＵＴファイルをインポートする。 

 
 



 

①－３インポートの終了 

 

 

①－４ インポートの確認 
「一人別作業時間の入力」画面にて確認する。 

 

注、同一人物・同一プロジェクト・同一年月日での重複入力はできません。 

 



（３）チェックリスト 
コンバートする前に、エクセルタイムシートの期間・社員コード・等が正しい

かどうか確認する。 

①－１ CONVERTER-V1 チェックリストを実行する。 

 



①－２ チェックリストの完成 

 

「社員コード」」・「社員名」・「対象年月」・「月の前半か後半か」・「勤怠管理との

整合性」からなっています。 

・「月の前半か後半か」は 1日が前半、16 日が後半となっています。 

・「勤怠管理との整合性」は「正」が一致、数値が表示されていると不一致にな

っています。 

勤怠管理での 1 日の作業時間（9 時～17 時の 8 時間等）とプロジェクト別記入

の合計が一致した場合には「正」となります。 

なお、勤怠管理を付けない場合にはこれは表示しません。 

 

以上 

 


